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▲山形市野草園でのひととき

◆臨時会を開催し、新型コ
ロナウイルス

　感染症対策の補正予算を
審査

◆一般質問
　市政のここが聞きたい

5月臨時会
4月臨時会

6月定例会

◆常任委員会
　４つの委員会を開催しました



　
　
　
消
毒
液
な
ど
は
、
学
校
規

模
に
応
じ
て
配
分
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
校
規
模

に
応
じ
て
、
約
６
カ
月
分
の
量
を

算
定
し
て
い
る
。
確
保
し
た
も
の

か
ら
配
布
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

学
校
保
健
の
管
理
指
導
に

要
す
る
経
費�

７
５
７
万
円

　
市
立
小
中
高
等
学
校
用
の
消

毒
液
な
ど
の
消
耗
品
を
購
入
し

ま
す
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　
当
初
予
算
で
市
と
県
で
補

助
金
を
支
出
し
て
い
る
が
、
今
回

も
県
と
協
調
し
て
支
援
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
で
相
談

し
た
結
果
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
る
支
援

に
至
っ
た
。
県
に
本
市
の
考
え
方

を
伝
え
、
調
整
を
行
っ
た
が
、
取

り
組
む
予
定
は
な
い
と
の
こ
と
か

ら
、単
独
で
の
支
援
を
判
断
し
た
。

山
形
交
響
楽
協
会
運
営
支
援

補
助
事
業�

７
５
３
４
万
円

　
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

活
動
を
自
粛
し
て
い
る
山
形
交

響
楽
協
会
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

企
画
調
整
部
長

で
約
２
１
０
０
件
と
把
握
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
、
補
助
要
件
を
満

た
す
事
業
者
は
、
約
９
０
０
件
と

見
込
ん
で
い
る
。

　
　
　
施
設
規
模
が
異
な
る
中
、

一
律
金
額
の
支
援
と
し
て
い
る
が
、

補
助
額
の
議
論
は
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
施
設
規
模
の
議

論
も
行
っ
た
が
、
保
健
所
に
登
録

し
て
い
る
１
３
８
施
設
の
ほ
と
ん

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
宿
泊
施
設
支
援
補
助
金

�

４
６
８
０
万
円

　
活
動
自
粛
要
請
期
間
に
休
業

し
た
宿
泊
施
設
を
支
援
し
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

ど
が
２０
部
屋
以
下
で
あ
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ
る
支
給
を
行
う
た

め
、
申
請
を
簡
略
化
し
、
完
全
休

業
の
場
合
は
一
律
４０
万
円
の
支
援

と
し
て
い
る
。

　
　
　
周
知
方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
や
ま

が
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
保
険
証
更
新
時
の
同
封
物

へ
の
記
載
な
ど
で
広
報
し
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

�

１
２
０
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
な
ど
し
た
被
保
険
者
に
、

傷
病
手
当
金
を
支
給
し
ま
す
。

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

　
　
　
補
助
対
象
件
数
の

見
込
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対

象
事
業
者
数
は
、
現
時
点

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
飲
食
店
等
事
業

系
ご
み
処
理
費
補
助
事
業

�

５
９
６
６
万
円

　
営
業
自
粛
な
ど
で
収

入
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
飲
食
店
な
ど
の
事
業

者
に
対
し
、
ご
み
処
理

費
用
を
軽
減
し
ま
す
。

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

▲活動自粛により人通りが少なくなった観光地

４月の主な補正予算
一般会計 ９億１，３７３万円

●子育て世帯臨時特別給付金給付事業
　�  ３億７５８万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●山形交響楽協会運営支援補助事業
　�  ７，５３４万円

●新型コロナウイルス感染症対策雇用調整
　助成金申請支援補助金　�  ６，０００万円

●新型コロナウイルス感染症対策飲食店等
　事業系ごみ処理費補助事業　�  ５，９６６万円

●放課後児童クラブ運営委託料
　（臨時休校時特別開所加算）　�  ５，３７７万円

●新型コロナウイルス感染症対策宿泊施設
　支援補助金　�  ４，６８０万円

感染症対策の補正予算を審査感染症対策の補正予算を審査

4月臨時会 4月27日4月臨時会 4月27日
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▲迅速な給付金支給に取り組む職員

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
全
員
の
入
院
費
用
を
公
費
負

担
す
る
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

ま
た
、
何
人
分
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
入
院
費
用

の
自
己
負
担
分
を
公
費
負
担
す
る
。

ま
た
、
想
定
人
数
は
、
こ
れ
ま
で

の
感
染
者
の
実
績
か
ら
、
５４
人
と

試
算
し
て
い
る
。

感
染
症
対
策
費
（
入
院
費
等

公
費
負
担
）�
７
１
９
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
入
院
費
な
ど
を
公
費

で
負
担
し
ま
す
。

委
員

健
康
増
進
課
長

　
　
　
支
援
対
象
事
業
の
選
定
理

由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
観
光
産
業
は
裾

野
が
広
い
た
め
、
ま
ず
は
４
月
補

正
で
観
光
産
業
の
最
上
位
に
位
置

す
る
宿
泊
事
業
者
を
支
援
し
た
。

５
月
補
正
で
は
、
そ
れ
以
外
の
事

業
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
。

観
光
誘
客
宣
伝
事
業
に
要
す
る

経
費�

１
２
５
９
万
円

　
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
り

営
業
を
自
粛
し
た
、
貸
切
バ
ス

事
業
者
や
索
道
事
業
者
、
旅
行

代
理
店
、映
画
館
な
ど
に
対
し
、

支
援
し
ま
す
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

　
　
　
全
国
的
に
移
動
が
制
限
さ

れ
て
い
る
状
況
の
た
め
、
観
光
産

業
に
対
し
て
は
、
一
時
的
な
支
援

だ
け
で
は
な
く
、
長
期
的
な
支
援

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
感
染
症
の
収
束

状
況
を
見
な
が
ら
、
国
や
県
の
施

策
と
も
連
携
し
、
県
内
の
旅
行
客

を
対
象
と
し
た
旅
行
商
品
を
つ
く

り
、
観
光
消
費
額
を
増
や
す
施
策

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

観
光
戦
略
課
長

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業

�

２
４
７
億
１
０
０
０
万
円

　
市
民
１
人
に
つ
き
１０
万
円
の

特
別
定
額
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

　
　
　
給
付
金
を
給
付
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
本
市
の
経
済
に
還
元

さ
れ
る
よ
う
、
給
付
金
を
使
っ
て

も
ら
う
取
り
組
み
が
必
要
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
の

経
済
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
、
可
能
な
限
り
、

す
べ
て
の
市
民
に
受
け
取
っ
て
も

ら
い
、
市
内
で
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
辞
退

を
考
え
て
い
る
方
に
も
可
能
な
限

り
受
け
取
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の

た
め
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

寄
付
な
ど
を
検
討
し
て
も
ら
え
た

ら
と
考
え
て
い
る
。

委
員

特
別
定
額
給
付
金
室
長

　
　
　
単
身
高
齢
者
や
補

助
が
必
要
な
方
な
ど
、
申

請
に
助
け
を
必
要
と
す
る

方
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
か
ら
、
代
理
申
請
に
つ

い
て
示
さ
れ
て
お
り
、
家

族
や
親
族
、法
定
代
理
人
、 

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は

民
生
委
員
や
自
治
会
長
な

ど
が
代
理
申
請
を
行
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

す
べ
て
の
市
民
に
受
け
取
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
丁
寧

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

委
員

特
別
定
額
給
付
金
室
長

５月の主な補正予算
一般会計 ２４９億２，５１５万円

●特別定額給付金給付事業
　�  ２４７億１，０００万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●感染症対策費（Ｐ
※
ＣＲ検査委託料）

　�  ５，５４４万円

●感染症対策費（感染症予防体制整備）
　�  ３，９７２万円

●新型コロナウイルス感染症対策
　生活バス路線維持費補助金　�  ３，５００万円

●住居確保給付金給付事業
　�  １，７１９万円

●��新型コロナウイルス感染症対策タクシー事業
者及び自動車運転代行業者支援補助金
　�  １，６５９万円

※　ＰＣＲ検査…polymerase chain reaction（ポリメラーゼ連鎖反応）検査の略称。新型コロナウイルス感染症の診断に用いられる検査。

5月臨時会 5月8日5月臨時会 5月8日

臨時会を開催し、新型コロナウイルス臨時会を開催し、新型コロナウイルス
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新型コロナ感染予防・経済活動両立支援新型コロナ感染予防・経済活動両立支援
（第一弾・第二弾）などの（第一弾・第二弾）などの

補 正 予 算

　
　
　
対
象
者
を
１
５
５
０
人
と

見
込
ん
で
い
る
が
、
算
定
根
拠
は

　
補
正
予
算
審
査
の
中
か
ら
、

い
く
つ
か
の
質
疑
を
取
り
上
げ
、

内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま

す
。

県
外
在
住
学
生
支
援
事
業

�

６
２
０
万
円

　
５
月
２０
日
時
点
で
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
て
い
た
８※

都
道

府
県
に
所
在
す
る
大
学
な
ど
に

在
籍
す
る
市
内
出
身
学
生
に
対

し
、市
特
産
品
を
送
付
し
ま
す
。

委
員

何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に

実
施
さ
れ
た
学
校
基
本
調
査
を
参

考
に
算
定
し
て
い
る
。
平
成
２９
年

３
月
に
高
校
を
卒
業
し
た
本
市
出

身
者
の
う
ち
、
県
外
へ
進
学
し
た

１
１
１
７
人
に
、
８
都
道
府
県
へ

進
学
し
た
割
合
３４
・
７
％
を
乗
じ
、

４
学
年
分
を
見
込
み
算
定
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
学
生
が
確
実
に
受
け
取
れ

る
方
法
で
特
産
品
を
送
付
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
農
協
な
ど
と
連

携
し
、
山
形
市
産
の
米
や
農
産
品

企
画
調
整
課
長

委
員

企
画
調
整
課
長

な
ど
を
掲
載
し
た
カ
タ
ロ
グ
を
作

成
し
、
そ
の
中
か
ら
選
択
し
て
も

ら
う
方
法
を
考
え
て
い
る
。
な
お
、

首
都
圏
に
在
住
し
て
い
る
学
生
の

住
所
な
ど
は
把
握
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る

保
護
者
へ
周
知
し
、
申
請
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再
開

対
策　
備
蓄
品
整
備
事
業

�

２
２
９
４
万
円

　
避
難
所
の
感
染
症
対
策
と
し

て
新
た
に
衛
生
環
境
の
確
保
や

避
難
者
同
士
の
距
離
の
確
保
な

ど
を
図
る
た
め
に
必
要
な
物
資

を
配
備
し
ま
す
。

　
　
　
段
ボ
ー
ル
製
の

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ベ
ッ

ド
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

避
難
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
、

収
容
人
数
は
減
る
こ
と
に

な
る
が
、対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
小
学
校

の
体
育
館
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
と
こ
ろ
、
収

容
人
数
は
半
分
以
下
に
な

る
こ
と
が
分
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
土
砂
災
害
な
ど
に

よ
る
避
難
所
開
設
の
際
に

は
、
近
隣
の
避
難
所
も
開

設
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

委
員

防
災
対
策
課
長

ま
た
、
感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

隔
離
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
避
難
所
と
な
る
学
校

で
は
、
校
舎
内
も
使
用
で
き
る
よ

う
、
教
育
委
員
会
と
調
整
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
　
今
後
も
、
継
続
し
て
備
蓄

し
て
い
く
計
画
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
回
は
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
必
要
と

示
さ
れ
た
備
蓄
品
を
配
備
す
る
も

の
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
初
動

と
し
て
３
日
間
を
想
定
し
購
入
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
今
後
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
す
る
医
学

的
知
見
や
、
新
た
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、随
時
、

拡
充
し
て
い
き
た
い
。

委
員

防
災
対
策
課
長

６月の主な補正予算
一般会計 ３３億６，９７６万円

●感染予防及び経済活動再開対策
　事業継続応援給付金給付事業　�  ８億５，５８０万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

●街路事業
　�  ５億８，８３４万円

●道路新設改良事業
　�  ２億３，０５４万円

●新・生活様式対応支援事業
　�  ２億円

●ひとり親世帯臨時特別給付金給付事業
　�  １億９，４５７万円

●道路維持補修事業
　�  １億７，１６７万円

▲距離を確保した避難所のシミュレーション
※　８都道府県…北海道、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、京都府、兵庫県。

６月補正予算６月補正予算 総額33億6,976万円を
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る
店
舗
を
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

グ※
１
リ
ー

ン
フ
ラ
ッ
グ
の
下
部
に
、
取
り
扱

い
店
舗
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
こ

と
や
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
周
知
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
ど
の

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

市
立
小
・
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
事
業�

３
３
２
２
万
円

　
国
の
Ｇ※
２
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
加
速
に
よ
る
学
び
の
保
証

を
早
急
に
実
現
す
る
た
め
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
を
前
倒

し
で
実
施
し
ま
す
。

委
員

　
　
　
対
象
を
飲
食
店
に
限
定
し

て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
街
に

人
が
戻
る
こ
と
や
、
コ
ロ
ナ
対
策

宣
言
店
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
飲
食
店
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
　
　
ク
ー
ポ
ン
券
が
使
用
で
き

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再
開

対
策　
コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店

プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

�
１
億
１
７
１
２
万
円

　
市
内
飲
食
店
を
支
援
す
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
で
利

用
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
行

し
ま
す
。

委
員

山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長

委
員

　
　
　
民
間
の
保
育
士
に
は
、
正

規
職
員
や
非
正
規
職
員
が
い
る
が
、

支
給
の
対
象
範
囲
は
ど
こ
ま
で
な

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
正
規
職
員
、
非

正
規
職
員
の
保
育
士
な
ら
び
に
調

理
師
な
ど
、
４
月
と
５
月
に
８
日

以
上
勤
務
し
た
す
べ
て
の
職
員
を

対
象
と
す
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
伴
う
土
木
・
建
設

業
支
援
の
意
味
合
い
を
含
ん
だ
上

で
の
増
額
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
に
要

望
し
て
き
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
予
防
及
び
経
済
活
動
再

開
対
策　
保
育
士
等
慰
労
金

支
給
事
業�

７
２
３
６
万
円

　
感
染
防
止
に
最
大
限
努
め
な

が
ら
通
常
保
育
に
従
事
す
る
民

間
の
保
育
施
設
職
員
に
慰
労
金

を
支
給
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

街
路
事
業

�

５
億
８
８
３
４
万
円

　
街
路
事
業
の
推
進
に
向
け
て
、

国
交
付
金
の
内
示
を
踏
ま
え
、

事
業
費
を
増
額
し
ま
す
。

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長

影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
公
共
事
業
へ
の
影
響

は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
市
で

は
感
染
例
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

工
事
も
順
調
に
発
注
し
て
い
る
。

　
　
　
学
校
給
食
の
在
り
方
に
関

わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
議
論
が
な
さ
れ
、
施
設
建
設
の

結
論
に
至
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
現
在
の
状
況
が
継
続

し
た
場
合
、
再
度
の
金
属
片
の
混

入
や
、
設
備
の
故
障
に
よ
り
米
飯

の
供
給
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
を

危
惧
し
、
早
急
に
建
設
を
進
め
る

た
め
、
本
市
が
事
業
主
体
と
な
る

判
断
を
し
た
。

　
　
　
９※
３
市
町
の
参
加
意
向
の
回

答
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
事
業
の
必
要
性
は
理

委
員

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

（
仮
称
）学
校
給
食
用
炊
飯
施
設

建
設
事
業�

３
３
３
８
万
円

　
村
山
地
域
に
米
飯
を
供
給
し

て
い
る
各
業
者
の
工
場
設
備
が

老
朽
化
し
、
設
備
更
新
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
広
域
的

な
活
用
を
見
据
え
、
施
設
建
設

に
向
け
た
準
備
を
行
い
ま
す
。

委
員

教
育
部
長

委
員

教
育
部
長

よ
う
に
配
備
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
自
宅
に
持
ち
帰
り

使
用
す
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
学
校
ご

と
に
配
備
し
、
個
人
へ
配

布
を
行
う
。
小
学
６
年
生

が
中
学
校
へ
進
学
す
る
際

に
は
、
端
末
を
新
１
年
生

へ
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
使
用
場
所
は
、
原

則
学
校
内
と
し
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
休
校
と
な
っ
た
場

合
は
、
自
宅
へ
の
貸
し
出

し
も
検
討
す
る
。

学
校
教
育
課
長

解
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
７
月
ま

で
に
回
答
を
も
ら
う
こ
と
と
し
て

い
る
。
基
本
設
計
や
実
施
設
計
は
、

各
市
町
の
参
加
意
向
を
確
認
し
た

上
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
９
市
町
の
意
向
を
確
認
し

た
後
に
、
設
計
に
係
る
予
算
を
計

上
し
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
き

る
限
り
早
急
に
建
設
し
た
い
と
考

え
、
今
定
例
会
に
提
案
し
た
。
設

計
に
間
に
合
う
よ
う
、
各
市
町
の

意
向
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
家
庭
保
育
に
協
力
し
た
家

庭
の
数
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
４
月
が
約
５
割
、�

５
月
は
約
４
割
の
家
庭
か
ら
協
力

が
あ
っ
た
。
な
お
、
５
月
２５
日
か

ら
小
学
校
が
始
ま
り
、
通
常
保
育

と
な
っ
て
い
る
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育
料

支
援
補
助
金

�

１
４
４
４
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
に
家
庭
保
育

に
協
力
し
た
家
庭
に
対
し
て
、

ク
ラ
ブ
を
休
ん
だ
分
の
保
育
料

を
減
額
す
る
こ
と
か
ら
、
ク
ラ

ブ
へ
減
額
分
を
補
助
し
ま
す
。

委
員

保
育
育
成
課
長

▲安心の目印、グリーンフラッグ

※１　グリーンフラッグ…市民が安心して外出できることを目的に、感染症拡大防止対策を行っている市内飲食店の申請により送付する目印となる旗。
※２　ＧＩＧＡスクール構想…  児童生徒向けに１人１台の端末と、高速大容量通信ネットワークを一体的に整備し、すべての子どもたちに対し、

公正に個別最適化された創造性を育む教育を、全国の学校現場で持続的に実現させる構想。
※３　９市町…現在、村山地域で炊飯を委託している上山市、天童市、寒河江市、村山市、東根市、山辺町、中山町、河北町、大石田町。
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西
山
形
小
学
校
が
隣
接
し

て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

管
理
・
運
営
に
あ
た
り
、
学
校
や

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
西
山
形
小
学
校
か
ら

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ま
で
、
公
道

を
使
用
せ
ず
に
往
来
で
き
る
よ
う

移
動
経
路
を
確
保
し
て
運
営
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
も
玄
関
を
設
置
し
、

市
役
所

西
山
形
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
建
て
替
え

委
員

広
報
課
長

出
入
り
が
で
き
る
よ
う
設
計
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
し
っ
か
り
と

管
理
し
な
が
ら
活
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

　
　
　
図
面
上
、
こ
ど
も
の
部
屋

が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
な
位
置
付
け
で
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

と
は
別
に
、
西
部
児
童
館
の
自
由

来
館
機
能
の
移
設
と
し
て
の
位
置

付
け
で
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
延
期
さ
れ

た
が
、
選
手
村
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
ザ

で
使
用
さ
れ
て
い
る
市
産
材
の
レ

ガ
シ
ー
活
用
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
市
産
材
は
、
令
和
２

委
員

広
報
課
長

委
員

広
報
課
長

常任委員会

　
　
　
こ
の
た
び
の
更
新
に
よ
り
、

既
存
の
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

と
普
通
ポ
ン
プ
自
動
車
の
２
台
を

廃
車
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
耐
用

年
数
を
超
え
た
こ
と
に
よ
る
廃
車

な
の
か
。

　
　
　
　
　
既
存
の
化
学
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
は
、導
入
か
ら
３１
年
、

普
通
ポ
ン
プ
自
動
車
は
２０
年
経
過

し
て
い
る
。
消
防
本
部
の
整
備
計

画
に
よ
る
消
防
車
両
の
耐
用
年
数

は
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
が

消

防

泡
消
火
薬
液
槽
を
装
備
し
た
化

学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
購
入

委
員

警
防
課
長

導
入
か
ら
１８
年
、
普
通
ポ
ン
プ
自

動
車
は
１５
年
と
し
て
お
り
、
両
車

両
と
も
大
幅
に
耐
用
年
数
を
経
過

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
更
新
に
伴

い
廃
車
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
廃
車
す
る
の
で
は
な
く
、

災
害
な
ど
の
有
事
の
際
の
活
用
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
災
害
現
場
な
ど
で
の

初
動
体
制
と
し
て
有
効
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
す
ぐ
に
放
水
が
可
能

な
水
槽
付
き
の
非
常
用
車
両
を
別

途
２
台
確
保
し
て
い
る
。
既
存
の

車
両
は
、
ポ
ン
プ
機
能
な
ど
の
劣

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
廃

車
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
出
動
が
必
要
と
な
る
火
災
の
推

委
員

警
防
課
長

委
員

▲車両火災などで出動してきた化学消防ポンプ自動車

年
度
中
に
返
却
さ
れ
、
３

年
度
以
降
に
活
用
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
た
。
建
築

材
と
し
て
の
活
用
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
上
、
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
と
し

て
、
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ

な
ど
の
備
品
へ
の
活
用
を

検
討
し
て
い
た
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
が
延
期
に

な
っ
た
こ
と
で
、
３
年
度

中
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
活
用
方
法
は
変

更
し
な
い
考
え
で
あ
る
。

▲西山形コミュニティセンターの改築イメージ

総 務
産業文教

厚 生
環境建設 ４つの委員会を開催しました
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▲９月から開始されるマイナポイント制度

向
は
続
く
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
９
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
制
度
開
始
に
際
し
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
選
択

な
ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
る
が
、

市
民
へ
の
周
知
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
広
報
や
ま
が
た
６
月

１
日
号
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

に
関
す
る
お
知
ら
せ
記
事
を
掲
載

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
手
続
き
は
、

市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、
民
間
店
舗

で
の
手
続
き
も
国
で
検
討
し
て
い

る
と
の
情
報
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

委
員

市
民
課
長

　
　
　
家
庭
的
保
育
と
小
規
模
保

育
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
２
年
４

月
現
在
の
利
用
状
況
は
、
家
庭
的

保
育
利
用
者
数
が
６８
人
で
充
足
率

８１
・
９
％
。
小
規
模
保
育
利
用
者

数
は
９３
人
で
充
足
率
７３
・
２
％
と

な
っ
て
い
る
。 こ

ど
も

家
庭
的
保
育
事
業
な
ど
の
設

備
や
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

委
員

こ
ど
も
未
来
課
長

移
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
近
年
の
火
災
の
推
移

で
は
、
化
学
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
出
動
が
大
幅
に
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
な
い
が
、
泡
消
火
に

よ
る
冷
却
・
窒
息
消
火
が
必
要
な
、

車
両
や
油
製
品
の
火
災
な
ど
に
出

動
し
て
い
る
。

　
　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
、
行
事
の
中
止
な

ど
に
よ
り
生
じ
た
入
場
料
金
等
払

戻
請
求
権
を
放
棄
し
た
場
合
、
放

棄
し
た
金
額
へ
寄
附
金
控
除
を
適

警
防
課
長

税

金

山
形
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正

委
員

用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
行
事
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
市
県
民
税
は
、
市

民
税
と
県
民
税
の
合
計
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
と
一
致
し
た
内
容
で

指
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
市
民
や
利
用
者
へ

の
影
響
は
ど
う
か
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
通
知
カ
ー
ド
の
廃
止

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知

し
て
い
る
が
、
廃
止
に
伴
う
問
い

合
わ
せ
な
ど
は
来
て
い
な
い
。
通

知
カ
ー
ド
の
代
わ
り
と
し
て
個
人

番
号
通
知
書
が
送
付
さ
れ
て
お
り
、

市
民
や
利
用
者
へ
の
影
響
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
件
数
は
、

令
和
２
年
５
月
末
現
在
で
申
請
件

数
が
４
万
１
３
９
５
件
と
な
っ
て

お
り
、
元
年
１０
月
か
ら
増
加
傾
向

に
あ
る
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
制
度

も
始
ま
る
た
め
、
今
後
も
増
加
傾

市
民
税
課
長

く
ら
し

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
廃
止

に
伴
い
、
通
知
カ
ー
ド
の
再

交
付
手
数
料
を
廃
止

委
員

市
民
課
長

ウェブサイト で 検索山形市議会　政務活動費

　政務活動費とは、議員が市政の課題や市民の意思を
把握し、それらを市政に反映させるために行う調査研
究活動に要する経費に対し、山形市議会政務活動費の
交付に関する条例に基づき交付するものです。
　本市議会では、平成２７年度分以降の政務活動費収支
報告書を市議会ウェブサイト内で公開しています。
　また、令和元年度分からは、収支報告書に加え、領
収書などの写しも個人情報などを除い
て公開しております。
　詳しくは山形市議会ホームページを
ご覧ください。

　ウェブサイトをご覧になれない場合は、議会事務局
内での閲覧も可能です。閲覧をご希望の方は、議会事
務局までご連絡ください。☎０２３（６４２）８４０４

政務活動費収支報告書や政務活動費収支報告書や
領収書などを公開しています領収書などを公開しています

　
６
月
定
例
会
最
終
日
に
、
全
国

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受
け

た
次
の
議
員
に
対
し
て
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
【
議
員
２５
年
以
上
在
職
】

　
　
　
鈴
木
善
太
郎　
議
員

　
　
　
石
澤　
秀
夫　
議
員

　
　
　
斎
藤　
淳
一　
議
員

表
彰
状
の
伝
達

▲表彰状の伝達を受ける議員 ▲表彰者を代表してあいさつする鈴木議員

7

令和2年8月1日／213号令和2年8月1日／213号
やまがた市議会報やまがた市議会報



　６月定例会で審議された請願は、新たに提出された５件です。陳情
は、新たに提出された５件を所管する委員会に配付しました。各委員
会での審査結果は以下の通りです。

件
に
よ
っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と
な

く
最
高
水
準
の
健
康
に
恵
ま
れ
る

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
と
っ

て
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
」
と
掲

げ
て
お
り
、
台
湾
が
い
か
な
る
政

権
で
あ
っ
て
も
、
保
健
衛
生
分
野

の
豊
富
な
知
見
・
経
験
を
持
つ
台

湾
の
参
加
を
妨
げ
て
は
な
ら
な
い
。

　
よ
っ
て
、
台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会

へ
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
実
現
に

向
け
、
台
湾
の
参
加
支
持
を
表
明

し
て
い
る
関
係
各
国
と
連
携
し
、

引
き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
よ
う
、

強
く
要
望
す
る
。

な
っ
て
お
り
、
こ
の
制
度
が
な
く

な
れ
ば
索
道
事
業
者
は
大
き
な
負

担
増
を
強
い
ら
れ
、
ス
キ
ー
場
の

経
営
維
持
が
困
難
と
な
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
に
も
計
り
知
れ
な

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
よ
っ
て
、
免
税
軽
油
制
度
を
継

続
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
憲
章
は
「
人
権
、宗
教
、

政
治
信
条
や
経
済
的
・
社
会
的
条

台
湾
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
総
会
へ
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
を
求
め
る
意
見
書

　
６
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
場
産
業
で
は
、
索
道
事

業
者
が
使
う
ゲ
レ
ン
デ
整
備
車
、

降
雪
機
等
に
使
う
軽
油
が
免
税
と

意
見
書
（
要
旨
）

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を

求
め
る
意
見
書

　
三み

井い

寺で
ら
卓た
く
也や

氏（
資
産
税
課
長
）

を
選
任
す
る
こ
と
に
、
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

　
７
月
９
日
で
任
期
が
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
選
挙
し
た
結
果
、

次
の
７
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
浅
野
弥
史
、
田
中
英
子
、
武
田

聡
、
丸
子
善
弘
、
今
野
誠
一
、
遠

藤
吉
久
、
折
原
政
信

　
１
人
の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
引
き
続
き

同
氏
の
選
任
に
つ
い
て
全
会
一
致

で
同
意
し
ま
し
た
。

　
村む
ら 

山や
ま　
秀ひ
で 

幸ゆ
き　
　
氏

　
５
人
の
任
期
が
６
月
３０
日
で
満

了
す
る
こ
と
に
伴
い
、次
の
方
の
選

任
を
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
井い
の 
上う
え　
弓ゆ
み 

子こ　
　
氏

人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任
に
同
意

広
域
環
境
事
務
組
合
議
会

議
員
に
７
人
の
議
員
が
当
選

監
査
委
員
の
選
任
に
同
意

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
委
員
の
選
任
に
同
意

　
粕か
す 

谷や　
真み
ち 

生お　
　
氏

　
今こ
ん 

野の　
健け
ん 

一い
ち　
　
氏

　
西に
し 

上が
み 

紀き

江え

子こ　
　
氏

　
諸も
ろ 

橋は
し　
哲て
つ 

郎お　
　
氏

　
７
月
１９
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
會あ
い 

田た　
典の
り 

男お　
　
氏

　
安あ 

達だ
ち　
良り
ょ
う　
一い
ち　
　
氏

　
阿あ 

部べ　
芳よ
し 

德の
り　
　
氏

　
石い
し 

川か
わ　
富と
み 

夫お　
　
氏

　
伊い 

藤と
う　
博ひ
ろ 

良よ
し　
　
氏

　
井い
の 

上う
え　
敏と
し 

嗣つ
ぐ　
　
氏

　
梅う
め 

津つ　

 　
茂し
げ
る　
　
氏

　
遠え
ん 

藤ど
う　
紀の
り 

江え　
　
氏

　
大お
お 

築つ
き　
義よ
し 

雅ま
さ　
　
氏

　
金か
ね 

子こ　
祐ゆ
う 

一い
ち　
　
氏

　
日く
さ
下か

部べ 

洋よ
う 

一い
ち　
　
氏

　
草く
さ 

苅か
り　
典の
り 

美よ
し　
　
氏

　
工く 

藤ど
う　

 　
篤あ
つ
し　
　
氏

　
小こ 

松ま
つ　

 　
武た
け
し　
　
氏

　
今こ
ん 

野の　
智と
し 

夫お　
　
氏

　
佐さ 

藤と
う　
幸こ
う 

悦え
つ　
　
氏

　
推す
い 

名な　
俊と
し 

明あ
き　
　
氏

　
髙た
か 

橋は
し　
德と
く 

郎お　
　
氏

　
丹た
ん 

野の　
都く
に 

弘ひ
ろ　
　
氏

　
長な
が 

澤さ
わ　

 　
弘ひ
ろ
む　
　
氏

　
新に
い 

関ぜ
き 

さ
と
み　
　
氏

　
丸ま
る 

子こ　

 　
宏ひ
ろ
し　
　
氏

　
森も
り 

田た　
誠せ
い 

一い
ち　
　
氏

　
鑓や
り 

水み
ず　

 　
豊ゆ
た
か　
　
氏

農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

同
意

請願・陳情

件　　　　　　　名
紹介議員 所　管

委員会 結　果
提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

第
２
号（
２
）

新
規

国に対し「再審法（刑事訴訟法の再審規定）」
の改正を求める意見書の採択、提出を求める
ことについて 阿曽　　隆 総　務 継続審査
日本国民救援会　山形県本部
会長　佐藤欣哉

第
３
号（
２
）

新
規

免税軽油制度の継続について 須貝　太郎
菊地健太郎
渡辺　　元

総　務 採　択東北索道協会　山形地区部会
部会長　斉藤長右衞門　ほか１人

第
４
号（
２
）

新
規

教職員定数の改善と義務教育費国庫負担を２分
の１へ復元をはかるための意見書採択について 松井　　愛

佐藤亜希子 産業文教
採　択

（ ）議決結果
は不採択山形県教職員組合　山形地区支部

代表　東海林仁
第
５
号（
２
）

新
規

全国学力学習状況調査を抽出方式に改めるこ
とについて 松井　　愛

佐藤亜希子 産業文教 継続審査
山形県教職員組合　山形地区支部
代表　東海林仁

第
６
号（
２
）

新
規

公立学校に「１年単位の変形労働時間制」を
導入するための条例制定に反対することにつ
いて 松井　　愛

佐藤亜希子 産業文教 継続審査
山形県教職員組合　山形地区支部
代表　東海林仁

陳　
　
　
　
　
情

第
１
号（
２
）

新
規

習近平の国賓招待を撤回するよう国に意見書
を提出するよう求めることについて 総　務 配付のみ
及川裕之

第
２
号（
２
）

新
規

犯罪者・習近平の入国を禁止するよう国に意
見書を提出するよう求めることについて 総　務 配付のみ
及川裕之

第
３
号（
２
）

新
規

インフレ率２％を達成するまで消費税を凍結
するよう国に意見書を提出するよう求めるこ
とについて 総　務 配付のみ
及川裕之

第
４
号（
２
）

新
規

基礎的財政収支黒字化目標を撤廃するよう国
に意見書を提出するよう求めることについて 総　務 配付のみ
及川裕之

第
５
号（
２
）

新
規

安藤提言を早急に実行するよう国に意見書を
提出するよう求めることについて 総　務 配付のみ
及川裕之

●議決の結果は、９ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

8

令和2年8月1日／213号令和2年8月1日／213号
やまがた市議会報やまがた市議会報



議会案番号 件　　　　名 議決結果
議会案
第５号

山形市議会政務活動費の交付に関する条例の�
一部改正について

可決
（全会一致）

議会案
第６号

免税軽油制度の継続を求める意見書の提出に�
ついて
　内容は８ページの「意見書（要旨）」をご覧
ください。

可決
（全会一致）

議会案
第７号

台湾のＷＨＯ総会へのオブザーバー参加を求め
る意見書の提出について
　内容は８ページの「意見書（要旨）」をご覧
ください。

可決
（全会一致）

議会案
第８号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分
の１復元をはかることを求める意見書の提出に
ついて

否決
（一覧表参照）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４６号 令和２年度山形市一般会計補正予算 可決
（全会一致）

議第４７号 令和２年度山形市介護保険事業会計補正予算 可決
（全会一致）

議第４８号 化学消防ポンプ自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第４９号 高規格救急自動車の購入について 同意
（全会一致）

議第５０号 工事請負契約の締結について（山形市西山形�
コミュニティセンター建設建築工事）

同意
（全会一致）

議第５１号 山形市市税条例の一部改正について 可決
（全会一致）

議第５２号 山形市固定資産評価審査委員会条例の一部改正
について

可決
（全会一致）

議第５３号
山形市地方活力向上地域における固定資産税の
課税免除及び不均一課税に関する条例の一部改
正について

可決
（全会一致）

議第５４号 山形市手数料条例の一部改正について 可決
（全会一致）

議第５５号 山形市清風荘設置、管理及び使用に関する条例
の一部改正について

可決
（全会一致）

議第５６号
議第５７号

山形市家庭的保育事業等の設備及び運営に�
関する基準を定める条例の一部改正について
山形市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

可決
（全会一致）

議第５８号 山形市放課後児童健全育成事業の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部改正について

可決
（全会一致）

議第５９号 山形市介護保険条例の一部改正について 可決
（全会一致）

議第６０号 山形市保健衛生関係手数料条例の一部改正に�
ついて

可決
（全会一致）

議第６１号 山形市公設地方卸売市場業務条例の一部改正に
ついて

可決
（全会一致）

議第６２号 山形市文化財保護条例の一部改正について 可決
（全会一致）

議第６３号 令和２年度山形市一般会計補正予算 可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４１号 令和２年度山形市一般会計補正予算 可決
（全会一致）

議第４２号 令和２年度山形市国民健康保険事業会計補正予算 可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６４号 山形市監査委員の選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第６５号
山形市情報公開・個人情報保護審査会委員の�
選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議第６６号 山形市農業委員会委員の任命について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

報第２号 専決処分の承認について（令和元年度山形市�
一般会計補正予算）

承認
（全会一致）

報第３号 専決処分の承認について（令和元年度山形市�
駐車場事業会計補正予算）

承認
（全会一致）

報第４号 専決処分の承認について（令和元年度山形市�
公設地方卸売市場事業会計補正予算）

承認
（全会一致）

報第５号 専決処分の承認について（令和元年度山形市�
農業集落排水事業会計補正予算）

承認
（全会一致）

報第６号 専決処分の承認について（山形市市税条例の�
一部改正について）

承認
（全会一致）

報第７号 専決処分の承認について（山形市国民健康保険
税条例の一部改正について）

承認
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４３号 山形市国民健康保険条例の一部改正について 可決
（全会一致）

議第４４号 山形市固定資産評価員の選任について
　内容は８ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第４５号 令和２年度山形市一般会計補正予算 可決
（全会一致）

議決議案一覧（４月臨時会）※山形市議会ホームページも併せてご覧ください。

※山形市議会ホームページも併せてご覧ください。議決議案一覧（５月臨時会）

※山形市議会ホームページも併せてご覧ください。議決議案一覧（６月定例会）

※  議第４１～４４号は４月２７日議決。議第４５号は５月８日議決。議会案第５号は６月１１日議決。
その他の議案および議会案は６月２６日議決。

○＝賛成　×＝反対　　　　 斎藤武弘議長は採決に加わらない。
※ 議会案第８号、請願第４号は投票の結果、賛成と反対が同数のため、議長裁決により否決および不採択となっています。

賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています。議案の賛否一覧表
 会派
 議員名

議案

新翔会 緑政会 市民連合 共産党 公明党 令政会 長
谷
川
幸
司
副
議
長

斎
藤
武
弘
議
長

議決
結果

井
上
和
行

佐
藤
清
徳

鈴
木

進

仁
藤

俊

浅
野
弥
史

田
中
英
子

伊
藤
香
織

中
野
信
吾

菊
地
健
太
郎

丸
子
善
弘

須
貝
太
郎

鈴
木
善
太
郎

荒
井
拓
也

渋
江
朋
博

武
田

聡

渡
辺

元

斎
藤
淳
一

石
澤
秀
夫

松
井

愛

佐
藤
秀
明

川
口
充
律

遠
藤
吉
久

阿
曽

隆

佐
藤
亜
希
子

今
野
誠
一

松
田
孝
男

武
田
新
世

折
原
政
信

小
田
賢
嗣

高
橋
公
夫

斉
藤
栄
治

議会案第８号 × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 否決
請願第４号（２）× × × × × × × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ※ 不採択
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新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
中
、

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
通

Q

話
を
活
用
し
た
情
報
提
供
や
問
い

合
わ
せ
を
可
能
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
聴
覚
障
が
い
者
団
体
の
意
見

や
先
進
市
の
事
例
な
ど
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
情
報
通
信
技
術
を
活

A

用
し
た
支
援
を
検
討
す
る
。

　
　
若
い
年
代
の
手
話
通
訳
者
の

養
成
が
急
務
で
あ
る
中
、
ま
ず
は

手
話
に
親
し
む
市
民
を
増
や
す
た

め
、
広
報
や
ま
が
た
に
手
話
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
広
報
や
ま
が
た
へ
の
掲
載
な

ど
に
よ
る
周
知
啓
発
と
併
せ
、

ユ※
１
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
山

形
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
活
用

し
た
、
動
画
に
よ
る
啓
発
も
検
討

し
て
い
く
。

　
　
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解

促
進
事
業
の
令
和
２
年
度
の
事
業

内
容
は
ど
う
か
。

　
　
本
庁
舎
で
の
啓
発
パ
ネ
ル
の

展
示
や
市
民
と
教
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
会
の
開
催
、
市
民
向
け

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
窓
口
配
布
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
パ※
２
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
国
民
の
幅
広
い
理
解
の
も
と
、

国
で
統
一
し
た
取
り
扱
い
が
で
き

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

　
　
小
・
中
学
校
に
お
け
る
男
女

混
合
名
簿
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
２
年
度
は
、
市
立
小
・
中
学

校
５１
校
中
、
小
学
校
２３
校
、
中
学

校
６
校
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
共

QA

QA

QAQA

●�一般質問の内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで録画映像がご覧いただけます。

一 般 質 問

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

す
べ
て
の
人
が
自
分
ら
し
く

生
き
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
新

翔

会
）

須す

貝が
い　
太た

郎ろ
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の

課
題
、指
定
管
理
者
制
度
の
課
題
点
、教
育
問
題
、

農
業
問
題
、
少
子
化
問
題　
ほ
か

※  

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」を

「
新
型
コ
ロ
ナ
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

小お

田だ　
賢け
ん
嗣じ

（
令

政

会
）
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
た
若
者
向
け
の
事
業
支
援
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
山
形

市
中
学
校
総
合
体
育
大
会　
ほ
か

鈴す
ず

木き

善ぜ
ん

太た

郎ろ
う

（
新

翔

会
）
新
た
な
健
康
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
が
欲
し
い
、
新

た
な
都
市
再
生
に
向
け
て
、
公
認
陸
上
競
技
場
の

市
所
有
化
と
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想　
ほ
か

佐さ

藤と
う　
清き
よ
徳の
り

（
新

翔

会
）
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
へ
の
対
策
、
観
光

振
興
、
教
育
環
境　
ほ
か

（
緑

政

会
）

石い
し
澤ざ
わ　
秀ひ
で
夫お

改
め
て
健
康
医
療
先
進
都
市
を
問
う
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
、第
２
波
・
第
３
波
に
備
え
よ
、

市
長
部
局
に
ス
ポ
ー
ツ
課
の
設
置
を　
ほ
か

（
緑

政

会
）

荒あ
ら
井い　
拓た
く
也や

デ
ジ
タ
ル
ネ
イ
テ
ィ
ブ
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
、
更
な
る
交
流
人
口
拡
大
に
向
け
て
、
健
康
生

活
を
更
に
進
め
る
た
め
に　
ほ
か

松ま
つ

井い　
　
愛あ
い

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
保
障
、
多
様
な
性
を
認

め
合
う
た
め
の
取
り
組
み
、
若
い
世
代
が
安
心
し

て
学
び
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を　
ほ
か

佐さ

藤と
う
亜あ

希き

子こ

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
団
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
子
ど
も
の

主
体
的
な
学
び
を
守
る
た
め
に
、児
童
館
の
活
用
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

松ま
つ
井い　
　
愛あ
い 

議
員

　

一
般
質
問
と
は　
議
員
が
、
市
政
全
般
に
わ
た
る
事
務
の

執
行
状
況
や
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
や
担
当
す
る
各
部

長
な
ど
に
質
問
す
る
こ
と
で
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
６
月

１６
日
と
１７
日
の
２
日
間
で
８
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
主
な
質
問
を
紹
介
し
ま
す
。

※１　ユーチューブ…グーグル社が提供するインターネット上の動画共有サービスのこと。
※２　パートナーシップ制度…  性的マイノリティの方などがお互いを人生のパートナーとし、日常の生活において相互に協力し合う関係を自治体が証明

するなどの制度。
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ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の
動
画

配
信
産
業
が
市
の
一
大
産
業
に
な

る
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
開
設
支

援
と
し
て
撮
影
機
材
の
補
助
や
環

境
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
創
生
や
時
代
の
流
れ
に

合
っ
た
起
業
を
目
指
す
方
を
対
象

に
創
業
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を
活
用
す
る
場
合

も
支
援
の
対
象
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｑ※
２
１
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
機

材
や
撮
影
環
境
の
整
備
な
ど
も
検

討
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
本
市
に

お
け
る
経
済
活
動
へ
の
影
響
の
規

模
や
業
種
、
内
容
な
ど
、
現
時
点

QAQ 通
理
解
を
図
っ
た
上
で
、
４
年
度

ま
で
の
実
施
に
努
め
て
い
く
。

　
　
不
登
校
な
ど
の
子
ど
も
た
ち

に
も
配
慮
し
た
オ※
１
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
不
登
校
や
病
気
療
養
な
ど
で

学
校
に
通
う
こ
と
が
で
き
な
い
児

童
生
徒
の
学
習
機
会
の
保
障
に
向

け
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な
活

用
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
民
間
団
体
が
展
開
す
る
多
様

な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
地
域

の
店
舗
や
施
設
と
協
力
し
、
平
日

の
日
中
に
子
ど
も
が
安
心
し
て
立

ち
寄
れ
る
居
場
所
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
本
市
で
も
取
り
組

ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
が
孤

立
す
る
こ
と
な
く
、
家
や
学
校
以

外
で
関
わ
り
合
い
が
持
て
る
機
会

の
創
出
の
た
め
、
先
進
市
の
事
例

な
ど
を
参
考
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
本

市
の
映
像
文
化
を
守
り
続
け
る
た

め
、
映
画
館
へ
の
継
続
し
た
支
援

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
映
画
館
支
援
補
助
金
に
よ
る

支
援
に
加
え
、
映
画
館
は
優
れ
た

換
気
機
能
の
設
置
が
義
務
化
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
情
報
も
周

知
し
、
支
援
し
て
い
く
。

　
　
大
郷
地
区
で
は
、
貴き

船ぶ
ね
川が
わ
水

門
閉
鎖
時
の
内
水
被
害
対
策
と
し

て
、
排
水
機
場
設
置
と
、
設
置
ま

で
の
間
、
緊
急
時
の
排
水
ポ
ン
プ

車
配
置
を
要
望
し
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
管
理
区
間
と
な
る
た
め
、

国
に
対
し
引
き
続
き
排
水
機
場
の

設
置
を
要
望
し
て
い
く
と
と
も
に
、

本
市
で
も
排
水
ポ
ン
プ
車
の
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

の
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
制
度
申

請
者
の
売
上
減
少
率
の
平
均
は
約

５０
％
で
、
宿
泊
業
や
飲
食
サ
ー
ビ

ス
業
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

売
り
上
げ
減
少
理
由
と
し
て
は
、

外
出
自
粛
や
休
業
要
請
に
よ
る
影

響
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
県
内
の
各
自
治
体
で
行
っ
て

い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の

発
売
な
ど
を
参
考
に
、本
市
で
も
、

経
済
活
動
を
活
発
に
し
て
い
く
取

り
組
み
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
今
後
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
売
も
検
討
し
て
い
く
。

　
　
特
別
定
額
給
付
金
の
現
時
点

で
の
申
請
件
数
と
給
付
件
数
は
ど

う
か
。
ま
た
、
未
申
請
の
方
へ
の

対
策
は
ど
う
か
。

　
　
６
月
１２
日
現
在
、
申
請
は
９

万
７
８
７
７
件
、
給
付
は
９
万
１

５
２
９
件
で
２２
万
６
２
４
人
と
な

り
、
約
９
割
の
給
付
が
完
了
し
て

い
る
。
未
申
請
の
方
に
は
、
個
別

に
勧
奨
通
知
を
送
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
最
前
線

で
あ
る
保
健
所
の
人
員
体
制
を
充

実
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
必
要
に
応
じ
て
部
局
を
超
え

た
協
力
体
制
の
も
と
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
く
。

　
　
医
療
や
介
護
、
保
育
園
の
職

員
な
ど
に
対
し
、
市
独
自
の
激
励

金
を
支
給
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
国
の
補
正
予
算
に
よ
る
支
援

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
検
討

し
て
い
く
。

　
　
ご
み
収
集
業
務
は
外
出
自
粛

で
家
庭
ご
み
の
増
に
加
え
、
感
染

の
危
険
も
あ
る
こ
と
か
ら
、人
員
体

制
拡
充
の
た
め
の
委
託
料
増
額
や
、

市
有
施
設
で
の
感
染
リ
ス
ク
管
理

の
た
め
、
指
定
管
理
料
な
ど
を
増

額
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
受
託
者
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、

必
要
に
応
じ
て
委
託
料
の
見
直
し

や
指
定
管
理
料
の
追
加
な
ど
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
中

止
に
伴
う
代
替
イ
ベ
ン
ト
の
検
討

状
況
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
市
中
学
校
体
育
連
盟
が

競
技
ご
と
の
小
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ

教
室
開
催
を
検
討
し
て
お
り
、
会

場
の
確
保
な
ど
で
支
援
し
て
い
く
。

　
　
楯
山
地
区
の
移
動
ス
ー
パ
ー

を
例
に
、
各
地
区
で
の
買
い
物
支

援
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
近
隣

商
店
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
地

域
と
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

AQAQA

QAQAQ

AQAQA

若
者
の
た
め
の
支
援
の

拡
充
を
！

▲買い物支援のための移動スーパー ▲性の多様性理解促進のためのパネル展示

※１　オンライン授業…  インターネットに接続されたパソコンやスマートフォンを用い、学校や教室に集まらなくても授業を行ったり、受講する
ことができること。

※２　Ｑ１プロジェクト…第一小学校旧校舎を創造都市やまがたの拠点として再整備するための活用実験プロジェクト。

小お

田だ　
賢け
ん

嗣じ 
議
員
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休
校
か
ら
再
開
し
た
小
・
中

学
校
で
は
、
詰
め
込
み
授
業
や
テ

ス
ト
の
連
続
で
は
な
く
、
子
ど
も

の
理
解
と
主
体
性
を
大
切
に
し
て

Q

ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
各
学
校
で
は
、
教
師
と
児
童

生
徒
や
、
児
童
生
徒
同
士
の
関
わ

り
合
い
を
大
切
に
し
た
協
働
学
習

な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
学
び
方
を

A
　
　
東
沢
・
西
蔵
王
地
区
は
悠
久

資
源
の
宝
庫
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
教

養
文
化
施
設
、
温
泉
保
養
施
設
な

ど
の
ほ
か
、
第※

三
次
産
業
系
の
企

業
団
地
も
備
わ
る
総
合
保
養
地
整

備
計
画
構
想
を
推
進
し
、
次
世
代

へ
の
投
資
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
住
民
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
山
形
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
地
域
別
構
想
の
策
定

を
進
め
て
お
り
、
東
沢
地
区
で
は

提
案
内
容
の
趣
旨
を
含
ん
だ
上
で

策
定
を
完
了
し
て
い
る
。
今
後
は
、

構
想
の
具
現
化
に
向
け
、
地
区
の

可
能
性
を
さ
ら
に
高
め
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

QA

大
事
に
し
て
学
び
の
保
障
に
努
め

て
い
る
。
子
ど
も
主
体
の
教
育
が

行
わ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
指
導
・

助
言
し
て
い
く
。

　
　
子
ど
も
用
マ
ス
ク
の
常
備
や

消
毒
液
、
非
接
触
型
体
温
計
な
ど

の
物
品
の
配
備
が
急
が
れ
る
が
、

見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
や
手
指
用
消
毒
液
な
ど
を
各

学
校
の
規
模
に
応
じ
て
配
布
し
て

い
る
。ま
た
、消
毒
に
用
い
る
ペ
ー

パ
ー
タ
オ
ル
や
非
接
触
型
体
温
計

は
必
要
に
応
じ
て
学
校
で
対
応
し

て
い
る
。
今
後
も
必
要
な
物
品
な

ど
の
配
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
保
護
者
の
経
済
格
差
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
学
校
教
材
の
購

入
方
法
や
学
校
行
事
な
ど
は
、
一

般
論
で
行
う
の
で
は
な
く
、
困
っ

て
い
る
側
に
寄
り
添
う
対
応
を
し

て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

　
　
共
用
で
き
る
教
材
は
、
学
校

備
え
付
け
の
教
材
と
す
る
こ
と
を

積
極
的
に
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

困
っ
て
い
る
方
の
視
点
に
立
つ
こ

と
は
大
事
な
考
え
方
で
あ
る
た
め
、

校
長
会
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
が

望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
各

学
校
に
指
導
し
て
い
く
。

QA

Q

A

　
　
所
得
を
得
る
産
業
や
働
く
場

所
が
な
け
れ
ば
豊
か
と
は
い
え
な

い
が
、
働
く
場
所
は
仙
台
市
で
受

け
持
っ
て
も
ら
い
、
本
市
は
通
勤

す
る
人
の
住
宅
を
受
け
持
つ
と
の

考
え
で
は
な
い
の
か
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
住
民
が
日
常
の

生
活
圏
と
し
て
仙
山
圏
を
行
き
来

し
、
互
い
の
都
市
の
機
能
を
う
ま

く
使
い
こ
な
す
状
態
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
表
通
り
か
ら
入
っ
た
横
丁
や

裏
通
り
に
、
景
観
や
飲
食
、
歴
史

文
化
な
ど
の
観
光
的
魅
力
が
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
生
か
す

ま
ち
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
ま
ち
な
み
整
備
事
業
に
お
い

て
、
歴
史
や
文
化
の
名
残
を
生
か

し
、
楽
し
く
歩
け
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
中
心
市
街
地
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
の
具
体
的
推
進
に
際
し
て
は
、

民
間
活
力
導
入
も
見
据
え
、
全
市

街
地
の
総
合
的
デ
ザ
イ
ン
の
中
で

進
め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
な

が
ら
、
居
住
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
、

観
光
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
に

お
い
て
魅
力
を
高
め
る
こ
と
で
、

対
象
エ
リ
ア
全
体
の
価
値
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
形
成
計
画

な
ど
の
策
定
も
進
め
て
お
り
、
ま

ち
の
機
能
の
適
正
配
置
や
魅
力
向

上
、
経
済
活
性
化
な
ど
に
資
す
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
県
あ
か
ね
ヶ
丘
陸
上
競
技
場

は
、令
和
３
年
度
以
降
、日
本
陸
上

競
技
連
盟
の
第
３
種
公
認
が
受
け

ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
が
、
市

民
の
利
用
者
が
年
間
約
１５
万
人
に

の
ぼ
り
、
本
市
に
必
要
不
可
欠
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
公
認
継
続
に
向
け
、
県
へ
強

く
要
望
し
て
お
り
、
県
や
競
技
団

体
な
ど
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
何

と
し
て
も
、
県
都
山
形
市
に
誘
致

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス

タ
ジ
ア
ム
公
募
に
際
し
て
は
、
参

加
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
積
極
的
に
手
を
挙
げ
て

い
く
。

　
　
や
よ
い
一
丁
目
地
内
は
、
幅

員
が
狭
き
ょ
う
小し
ょ
うで
回
転
広
場
も
な
い
袋

小
路
で
あ
る
。
地
区
南
側
の
農
道

を
整
備
し
、道
路
を
取
り
付
け
、安

全
性
の
確
保
を
急
い
で
は
ど
う
か
。

　
　
地
区
内
の
防
災
安
全
の
向
上

お
よ
び
通
学
路
の
安
全
確
保
が
図

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
道
路
の

整
備
に
向
け
て
、
農
道
管
理
者
と

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

QAQAQ

AQ

AQAQA

企
業
団
地
も
備
わ
る
総
合
保
養
地

整
備
計
画
構
想
の
推
進
を

困
っ
て
い
る
子
ど
も
に
よ
り
そ
う

も
っ
と
自
由
な
学
校
へ
！

※　第三次産業…サービスや情報などの生産を行う産業のこと。金融・保険・卸売り・小売り・サービス業・情報通信業など。

鈴す
ず
木き

善ぜ
ん
太た

郎ろ
う 

議
員

佐さ

藤と
う
亜あ

希き

子こ 

議
員

▲��唐松観音堂や初代鍋太郎を見ること
ができる東沢地区
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山
形
ま
な
び
館
に
保
存
し
て

い
る
ピ
ア
ノ
を
修
復
し
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
で
活
用
し
、
創
造
都
市
拠

点
の
機
能
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
旧
第
一
小
学
校
建
築
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
ド
イ
ツ
の
べ
ヒ
シ
ュ
タ

イ
ン
社
製
ピ
ア
ノ
で
、
年
間
数
台

し
か
輸
入
さ
れ
な
か
っ
た
貴
重
な

１
台
で
あ
る
た
め
、
演
奏
可
能
な

状
態
に
修
復
し
創
造
都
市
拠
点
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

　
　
旅
篭
町
八
日
町
線
完
成
後
は
、

商
業
の
メ
イ
ン
と
し
て
、
に
ぎ
わ

い
や
、
く
つ
ろ
ぎ
の
あ
る
七
日
町

大
通
り
に
再
整
備
す
る
た
め
、
関

係
機
関
や
地
元
商
店
街
組
合
な
ど

QAQ
　
　
中
学
校
の
校
則
や
生
活
指
導

の
中
に
、
一
般
社
会
で
は
通
用
し

な
い
人
権
侵
害
が
見
受
け
ら
れ
る
。

静
岡
県
浜
松
市
の
よ
う
に
、
生
活

指
導
担
当
教
諭
に
対
す
る
研
修
会

を
実
施
し
、
担
当
教
諭
の
意
識
付

け
や
校
則
の
見
直
し
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
各
学
校
で
、
生
徒
た
ち
の
願

い
や
社
会
環
境
を
踏
ま
え
た
見
直

し
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
る
。
各

学
校
の
主
体
的
な
実
践
を
尊
重
し

な
が
ら
、
校
長
会
や
生
徒
指
導
担

当
者
の
連
絡
会
と
連
携
し
、
誰
も

が
納
得
で
き
、
人
権
を
侵
害
す
る

こ
と
の
な
い
校
則
や
決
ま
り
と
な

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
保
育

園
と
同
様
に
、
働
く
保
護
者
を
支

え
、
子
ど
も
の
発
達
を
守
る
施
設

で
あ
る
。
ふ
さ
わ
し
い
設
備
と
、

人
員
の
配
置
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
　
現
在
、
施
設
の
状
況
に
応
じ

て
、
静
養
ス
ペ
ー
ス
や
事
務
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
る
が
、
よ
り

生
活
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
整

備
を
推
進
し
て
い
く
。
ま
た
、
事

務
員
の
配
置
に
係
る
支
援
策
は
、

委
託
料
の
算
定
基
礎
と
し
て
反
映

す
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
国
や
県

に
対
し
、
要
望
し
て
い
く
。

　
　
複
合
災
害
に
備
え
、
避
難
所

に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、

ホ
テ
ル
や
旅
館
と
協
定
を
締
結
し
、

避
難
場
所
と
し
て
の
活
用
を
検
討

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
県
が
山
形
県
旅
館
ホ
テ
ル
生

活
衛
生
同
業
組
合
と
災
害
時
に
お

け
る
宿
泊
施
設
の
提
供
等
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
県
と
連
携
し
、
活
用
に
向
け

検
討
し
て
い
く
。

QA

Q

A

QA

と
議
論
し
、推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
整
備
状
況
や
交
通
量
の
変
化

を
見
据
え
な
が
ら
、
中
心
市
街
地

活
性
化
戦
略
本
部
会
議
で
検
討
し

て
い
く
。

　
　
中
央
公
民
館
を
収
益
事
業
が

可
能
な
市
民
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し

て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
本
市
の
全

公
民
館
の
市
民
セ
ン
タ
ー
移
行
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
利
用
緩
和
拡
大
は
、
各
公
民

館
の
地
域
特
性
を
考
慮
し
、
市
民

ニ
ー
ズ
や
近
隣
商
店
街
な
ど
へ
の

影
響
な
ど
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

　
　
蔵
王
温
泉
に
、
誰
も
が
気
軽

に
利
用
で
き
る
洋
式
の
公
衆
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
は
立
地

や
冬
季
の
水
道
凍
結
問
題
が
あ
り
、

通
年
利
用
が
難
し
い
と
聞
い
て
い

る
。
今
後
も
、
民
間
施
設
の
ト
イ

レ
の
利
活
用
な
ど
も
含
め
、
地
元

関
係
機
関
な
ど
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・

物
産
の
部
門
を
担
う
市
組
織
の
改

編
や
外
郭
団
体
を
改
廃
・
統
合
し
、

観
光
振
興
の
た
め
の
新
組
織
を
構

築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
山
形
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
と
山
形
市
観
光
協
会

の
統
合
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後

も
広
域
的
な
観
光
誘
客
や
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
機
能
強
化
の
た
め
、
組

織
統
合
に
向
け
、
協
議
を
進
め
て

い
く
。
な
お
、
本
市
行
政
組
織
は

施
策
実
施
に
向
け
必
要
な
際
に
組

織
改
編
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
県
に
働
き
か
け
、
東
北
各
県

や
新
潟
県
と
連
携
し
、周
遊
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
東
北
観
光
推
進
機
構
が
行
う

東
北
・
新
潟
応
援
！
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
本
市
の
魅
力
発
信
に
努
め
て

い
く
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
東

北
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
全
力
で
取
り
組
む
。
な

お
、
東
北
と
新
潟
が
一
丸
と
な
る

取
り
組
み
は
、
今
後
も
機
会
を
通

じ
て
関
係
者
に
働
き
か
け
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
校
の

長
期
化
や
各
種
行
事
の
中
止
な
ど

で
不
安
や
喪
失
感
の
中
、
必
死
に

頑
張
っ
て
い
る
各
学
校
の
最
上
級

生
に
、
市
長
と
教
育
長
か
ら
激
励

の
エ
ー
ル
を
送
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
卒
業
や
受
験
な
ど
の
準
備
へ

と
向
か
う
小
学
６
年
生
や
中
学
３

年
生
、
山
形
商
業
高
校
３
年
生
は

不
安
な
中
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
各
学
校
を
通
し
て
、
連
名

で
の
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
員
に

送
付
す
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
。

AQAQA

QAQA

QA

歴
史
あ
る
ピ
ア
ノ
で

創
造
都
市
機
能
の
強
化
を

▲第一小学校の歴史を共に歩んだピアノ ▲子ども主体の教育の実施を

佐さ

藤と
う　
清き
よ

徳の
り 

議
員
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Ｉ※
２
Ｃ
Ｔ
教
育
に
伴
う
児
童
生

徒
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

が
、学
習
環
境
の
整
備
は
ど
う
か
。

　
　
児
童
生
徒
の
健
康
へ
の
影
響

QA

に
配
慮
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を

展
開
す
る
た
め
、
文
部
科
学
省
が

示
す
児
童
生
徒
の
健
康
に
留
意
し

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
た
め
の
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
基
に
、
照
明
環
境

　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
健
康
寿
命

延
伸
な
ど
の
観
点
か
ら
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
を
市
内
各
所
へ
整
備
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
河

川
管
理
者
や
地
区
団
体
な
ど
と
協

力
し
、
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
市
長
部
局
に
ス
ポ
ー
ツ
行
政

を
担
う
部
署
を
設
置
し
、
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
地

域
振
興
に
つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。

　
　
積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
る
た
め
に
は
、
市
全
体
の
施
策

と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
ど
の

部
門
の
所
管
が
ふ
さ
わ
し
い
の
か

を
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

QAQA

へ
の
配
慮
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
長
時

間
使
用
し
な
い
な
ど
、
留
意
事
項

に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
各
学
校
へ

指
導
し
て
い
く
。

　
　
回
遊
性
を
高
め
た
交
通
の
実

現
に
は
、
Ｍ※
３
ａ
ａ
Ｓ
（
マ
ー
ス
）

の
導
入
が
効
果
的
と
考
え
る
。
市

一
体
と
な
っ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
の

強
化
を
仕
掛
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
策
定
予
定
の
山

形
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
中
で
、

国
や
県
の
動
き
を
踏
ま
え
、
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
の
導
入
と
運
用
の
検
討
を
し

て
い
く
。
市
内
交
通
事
業
者
と
協

議
し
、
利
便
性
と
効
率
性
が
高
い

仕
組
み
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
開
発
支
援
に

よ
る
提
供
店
舗
の
拡
大
、
認
定
制

度
の
創
設
や
発
信
な
ど
を
行
い
、

健
康
先
進
都
市
へ
の
参
画
意
識
醸

成
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
減
塩
を
通
し
た
健
康
寿
命
延

伸
や
飲
食
店
で
の
栄
養
改
善
を
図

る
た
め
、
減
塩
メ
ニ
ュ
ー
を
食
べ

る
こ
と
で
の
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
ポ
イ
ン

ト
の
付
与
や
メ
ニ
ュ
ー
提
供
店
の

掲
載
と
と
も
に
、
認
定
・
発
信
制

度
の
検
討
を
し
て
い
く
。

　
　
「
待
っ
た
な
し
」
の
少
子
化

対
策
に
お
い
て
、
不
妊
治
療
の
重

QA

Q

AQ

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
２
波
に
備

え
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
の
検
査
体

制
や
専
用
病
棟
、
軽
症
者
向
け
宿

泊
施
設
な
ど
の
確
保
、
保
健
所
の

体
制
強
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　
　
次
な
る
波
を
想
定
し
、
市
医

師
会
の
協
力
を
得
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
専
用

病
床
な
ど
の
確
保
は
、
県
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
る
。
ま
た
、
保
健

所
の
体
制
強
化
は
、
今
後
の
要
員

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
営
業
自
粛
や
休
業
と
な
っ
た

業
種
へ
の
支
援
と
し
て
、
感
染
対

策
や
消
費
活
発
化
策
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
経
済
活
動
回
復
の
取
り
組
み

と
し
て
、
感
染
症
対
策
を
行
う
飲

食
店
の
Ｐ
Ｒ
事
業
や
感
染
症
対
策

の
什
じ
ゅ
う
器き

導
入
に
対
す
る
助
成
な
ど

の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
売

や
観
光
面
で
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ク
ー

ポ
ン
券
の
発
行
な
ど
を
予
定
し
て

お
り
、
継
続
的
に
活
用
で
き
る
シ

ス
テ
ム
導
入
も
考
え
て
い
る
。

　
　
本
市
の
各
種
手
続
き
に
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
や
ビ
デ
オ
通
話
を
取

り
入
れ
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る

取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
Ｗ※
１
ｅ
ｂ
会
議
ツ
ー
ル
の
利
用

が
効
果
的
で
あ
る
た
め
、
庁
内

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
と
と

も
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど
で

の
活
用
に
向
け
検
討
す
る
。

　
　
市
産
小
麦
の
生
産
拡
大
や
食

の
安
全
、
子
ど
も
の
健
康
を
守
る

た
め
、
学
校
給
食
用
パ
ン
に
市
産

小
麦
を
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
給
食
食
材
の
安
全
性
確
保
の

観
点
か
ら
、
市
産
小
麦
を
使
用
し

た
パ
ン
を
で
き
る
だ
け
提
供
す
る

よ
う
、
県
学
校
給
食
会
や
関
係
団

体
な
ど
と
検
討
し
て
い
く
。

　
　
移
住
・
定
住
の
促
進
、
人
口

増
へ
の
決
意
は
ど
う
か
。

　
　
発
展
計
画
２
０
２
５
の
中
で
、

移
住
・
定
着
の
促
進
を
掲
げ
、
移

住
相
談
窓
口
の
設
置
や
子
育
て
世

帯
移
住
者
へ
の
住
宅
購
入
支
援
、

東
京
事
務
所
で
の
各
種
情
報
提
供

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
取
り
組
み
の
充
実
や
改
善

を
図
り
、
県
や
連
携
市
町
と
協
力

し
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
大
郷
・
明
治
地
区
と
同
様
の

デ
マ
ン
ド
交
通
を
、
他
の
地
区
で

も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
令
和
２
年
度
策
定
予
定
の
山

形
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
中
で
、

地
域
の
状
況
と
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

具
体
的
な
手
法
を
検
討
し
、
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
普
及
と

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
よ
！

未
来
世
代
に

　
　
　
安
心
と
希
望
を

▲老若男女が楽しむことができるパークゴルフ

石い
し
澤ざ
わ　

秀ひ
で
夫お 

議
員

荒あ
ら
井い　
拓た
く
也や 

議
員

※１　Ｗｅｂ会議…離れた拠点とインターネットを通じて、映像や音声のやり取り、資料の共有などを行う会議。
※２　ＩＣＴ…  Information and Communication Technologyの略称。情報通信技術、情報伝達技術。パソコン、スマートフォンなどのさまざまな形状のコンピュー 

ターを使った情報処理や通信技術の総称。
※３　ＭａａＳ…  Mobility as a Serviceの略称。ＩＣＴを活用して、マイカー以外の飛行機や電車またはバスなどの移動の際に、異なる複数の交通手段の接続をスムーズ 

にし、移動をする際の不便さや複雑さを解消する新たな「移動」の概念のこと。
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
現
に
向
け
て
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
発
展
計
画
２
０
２
５
の
中
で
、

掲
げ
る
施
策
ご
と
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

該
当
す
る
ゴ
ー
ル
を
表
記
し
て
い

る
。
施
策
ご
と
に
数
値
目
標
を
定

め
、
Ｐ※
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

改
善
を
図
り
、
目
標
達
成
と
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
で
建
設
し
１２
年
目
と
な
る
。

経
済
や
財
政
面
の
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
市
が
直
接
実
施
す
る
場
合
と

比
較
し
、
事
業
期
間
全
体
を
通
じ

た
財
政
負
担
額
の
約
１７
％
の
縮
減

効
果
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
従
業
員

QAQA 要
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
で
、

治
療
に
対
す
る
医
療
保
険
適
用
の

在
り
方
や
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
方
策
の
検
討
の
方
向
性
が
示
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
動
き
を

注
視
し
、
効
果
的
な
支
援
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
Ａ※
１
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
に

対
す
る
妊に
ん
孕よ
う
性せ
い
温
存
治
療
費
助
成

を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

本
市
も
助
成
導
入
を
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
が
ん
治
療
医
師
と
生
殖
医
療

医
師
と
の
連
携
の
も
と
、
が
ん
治

療
前
に
妊
孕
性
温
存
治
療
を
行
う

ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
費

用
負
担
が
重
く
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。
妊
孕
性
温
存
治
療
に
係
る

助
成
は
、
国
や
県
の
動
向
や
、
他

自
治
体
の
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
第

２
波
、
第
３
波
が
想
定
さ
れ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
う
環
境
を

早
期
に
構
築
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
各
家
庭
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
対

応
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
す
べ

て
の
児
童
生
徒
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
や
学
習
用
ソ
フ
ト
で
確
か
な

学
び
を
保
障
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
環
境
の
構
築
に
努
め
て
い
く
。

　
　
べ
に
っ
こ
広
場
や
建
設
予
定

の
南
部
児
童
遊
戯
施
設
に
、
妊
産

婦
・
乳
児
専
用
避
難
所
の
機
能
を

持
た
せ
て
は
ど
う
か
。

　
　
べ
に
っ
こ
広
場
や
建
設
予
定

の
南
部
児
童
遊
戯
施
設
は
、
避
難

所
利
用
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

AQ

A

QA

QA

約
１
７
０
人
す
べ
て
が
県
内
採
用

で
、
そ
の
う
ち
約
８
割
が
本
市
内

採
用
で
あ
り
、
地
域
経
済
に
良
い

影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
本
市
で
は
６９
施
設
を
指
定
管

理
者
制
度
で
管
理
し
て
い
る
が
、

経
済
的
な
効
果
は
ど
う
か
。

　
　
平
成
１８
年
度
か
ら
制
度
を
導

入
し
１４
年
目
と
な
る
。
管
理
運
営

業
務
に
民
間
事
業
者
の
発
想
を
取

り
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

柔
軟
か
つ
効
率
的
な
施
設
運
営
が

行
わ
れ
て
お
り
、
所
期
の
目
標
を

達
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
　
公
立
学
校
教
員
採
用
の
競
争

率
が
最
低
に
迫
る
状
況
を
、
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

　
　
本
市
と
し
て
も
大
変
憂
慮
し

て
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
働
き

方
改
革
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
是

正
や
、
教
職
員
の
質
の
向
上
に
向

け
た
研
修
を
充
実
さ
せ
、
機
会
を

通
し
て
若
い
方
に
学
校
の
魅
力
や

教
員
の
や
り
が
い
を
伝
え
て
い
く
。

　
　
森
林
経
営
者
管
理
制
度
に
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
専
門
的
人
材

と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
足
に
、
ど
の
よ

う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
現
在
、
上
宝
沢
地
区
を
モ
デ

ル
地
区
に
選
定
し
、
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
計
画
的
な
事
業
の

推
進
に
あ
た
り
、
専
門
職
の
人
材

配
置
を
含
め
た
体
制
強
化
の
検
討

を
し
て
い
く
。

　
　
農
業
分
野
に
お
け
る
知
的
財

産
権
の
保
護
を
、
国
に
強
く
要
望

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
新
品
種
「
や

ま
が
た
紅
王
」
の
品
種
登
録
や
商

標
登
録
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
県

の
果
樹
で
は
初
と
な
る
生
産
者
登

録
制
度
を
採
用
し
て
い
る
。
海
外

流
出
防
止
が
図
ら
れ
る
よ
う
、県
と

協
議
の
上
、国
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
ソ※
４
ー
シ
ャ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
・

ボ
ン
ド
の
検
討
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
先
行
事
例
で
は
、
実
施
効
果

が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
課
題
も

報
告
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
先
行

都
市
の
成
果
を
注
視
し
な
が
ら
、

引
き
続
き
研
究
し
て
い
く
。

　
　
平
成
３１
年
３
月
定
例
会
で
、

少
子
化
問
題
対
策
の
質
問
を
行
っ

た
が
、
そ
の
後
の
少
子
化
対
策
や

子
育
て
推
進
事
業
の
対
応
状
況
は

ど
う
か
。

　
　
中
核
市
市
長
会
の
一
員
と
し

て
、
自
立
的
で
持
続
可
能
な
社
会

創
生
に
向
け
て
、
国
に
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
る
。
令
和
２
年
度
は
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
、
１
歳

児
受
入
促
進
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

QAQA

QAQA

QAQA

Ｓ※
２

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
れ
！

▲さくらんぼの新ブランド、やまがた紅王 ▲健康面にも配慮したＩＣＴ教育環境を

須す

貝が
い　
太た

郎ろ
う 

議
員

※１　ＡＹＡ世代…Adolescent and Young Adultの略称。一般的に１５歳から３９歳までの年齢層の人を指し、がん医療において用いられる。
※２　ＳＤＧｓ…持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）の略称。地球環境と人々の暮らしを持続的なものとするため、すべての国連加盟国が２０３０年までに取り組む１７分野の目標。
※３　ＰＤＣＡサイクル…（Ｐ）計画を作り、（Ｄ）行動し、（Ｃ）評価し、（Ａ）改善するという４段階のサイクル。
※４　ソーシャル・インパクト・ボンド…  民間資金を使用して民間企業や法人に公的サービス事業を委託し、その成果に応じて資金提供者に報酬を支払う。官民が連携し

て社会問題の解決を目指す取り組み。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
の
た
め
、
本
市
議
会
は

３
月
議
会
か
ら
５
カ
月
連
続
開
催

と
い
う
異
例
の
会
議
日
程
と
な
り

ま
し
た
。
感
染
症
予
防
対
策
と
経

済
活
動
の
回
復
を
同
時
に
実
現
す

る
べ
く
、
議
会
と
市
長
が
共
に
事

態
に
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
な
ど
が

休
校
に
な
っ
た
ほ
か
、
花
笠
ま
つ

り
や
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
な

ど
の
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う

に
行
わ
れ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
に
な
る
な
ど
、
想
定
を
超
え
る

事
態
と
な
り
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

生
活
に
も
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま

し
た
。
今
号
は
、
議
論
内
容
も
複

雑
な
も
の
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
も
で
き
る
限
り
分
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
す
。

 

議
会
報
委
員　
小
田　
賢
嗣

　スマートフォン・タ
ブレットで議会が視聴
できます。
　お気軽にご活用くだ
さい。（これまでの議
会も視聴できます。）

スマホで視聴できます編
集
後
記

ウェブサイト
で 検索山形市議会　中継

　日程は変更になる場合があ
ります。詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。

☎０２３（６４２）８４０４

９月１０日（木）
 ～１０月２日（金）

９月定例会の日程
（予定）

「新型コロナウイルス感染症対策に関する提言」を市長へ提出
山形市議会新型コロナウイルス感染症対策本部

　本市議会では、令和２年５月８日に「山形市議会新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置しました。
　議長を本部長、全議員を本部員とする市議会対策本部では、より市民生活に密着した情報を地域などから
収集し、議会内での共有を図るとともに、議会の総意として、これらの情報の提供や情報を基にした提言や
要望を行うことで、本市における新型コロナウイルス感染症対策の支援を行うことを目的としています。
　５月２０日には、本市の現状を基に分野ごとに取りまとめた提言を、本部役員とともに本部長が市長へ提出
しました。併せて、令和２年度の政務活動費の半額および常任委員会などの視察旅費全額を減額し、提言に
基づく施策に係る費用に充てるよう申し入れを行いました。

※  政務活動費および旅費の減額に伴う、山形市議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正に係る議決結果は、９ページ「議決議案
一覧（６月定例会）」をご覧ください。

〔提言の概要〕
　１　感染拡大防止及び医療体制の確保について
　２　事業継続及び地域経済に対する支援について
　３　生活支援・福祉体制の強化について
　４　子育て・教育に対する支援について
　５　情報発信について
　６　コロナウイルス感染症に対応した防災対策のあり方について
　７　その他

※提言の全文は市議会ホームページをご覧ください。

図り、議会活性化の一助とすることを目的に行われています。
　今回は全国の中核市のうち５８市が参加し、最優秀賞（１市議会）、
優秀賞（２市議会）、特別賞（２市議会）が表彰されました。
　この受賞を糧に、今後も、より読みやすく、親しみやすい市議会報
の作成に努めてまいります。

　やまがた市議会報「み
ちしるべ令和元年８月１
日２０９号」が、中核市議
会議長会第１５回議会報コ
ンクールで優秀賞を受賞
しました。
　このコンクールは、各
中核市が発行する議会広
報誌をより一層充実した
ものとするため、情報や
斬新なアイデアの共有を

やまがた市議会報「みちしるべ」が表彰されました
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